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月
22
日
に
、
美
方
高
等

　
　
　

学
校
J
　

R
　

C
部
が｢

広
報

み
は
ま｣

の
音
声
版
を
町
内
の
福

祉
施
設
等
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

音
声
版
は
、
社
会
貢
献
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
同
部
が
視

覚
障
が
い
者
に
役
立
て
て
も
ら

お
う
と
作
成
し
た
も
の
で
、
広

報
み
は
ま
6
月
号(

No
４
９
７)

の

掲
載
内
容
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
部
員
4

人
が
分
担
し
て
全
24
ペ
ー
ジ
を

読
み
上
げ
、
そ
の
音
声
を
C

　

D
に

録
音
し
ま
し
た
。
ま
た
、
C

　

D
の

表
面
に
は
広
報
紙
の
表
紙
が
プ

リ
ン
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

C
　

D
は
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム｢

湖
岳
の
郷｣

、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー｢

ほ
ほ
え
み｣

、

町
立
図
書
館
、
町
社
会
福
祉
協

6

美方高校 JRC部が｢広報みはま｣の音声版を作成

議
会
の
4
施
設
に
寄
贈
。
湖
岳

の
郷
で
は
、
入
所
者
に
町
の
話

題
を
提
供
す
る
際
に
活
用
し
て

い
く
と
の
こ
と
で
す
。

　

部
員
の
武
田
隆
佑
さ
ん(

1
年･

菅
浜)

は
、｢

自
分
で
聞
き
直
し
た

時
に
、
聞
き
取
り
や
す
い
か
に
気

を
つ
け
て
読
み
上
げ
ま
し
た
。
こ

の
活
動
が
目
の
不
自
由
な
方
の

役
に
立
て
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。｣

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

J
　

R
　

C
部
で
は
、
今
後
も

音
声
版
の
作
成
を
続
け
て
い
く

予
定
で
す
。
ま
た
、
施
設
の
ほ

か
に
、
視
覚
障
が
い
等
で
必
要

な
方
に
も
寄
贈
す
る
と
の
こ

と
で
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は

美
方
高
校
J
　

R
　

C
部(

☎
45
‐

０
７
９
３)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■ お問い合わせ先
　町企画政策課 ( 担当 ･ 宇都宮 )
　 ☎ 32‐6701

｢

関
西
美
浜
会｣

の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

6
月
17
日
に
、
大
阪
市
内
で
関
西
美

浜
会
の
平
成
24
年
度
総
会
と
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
関
西
美
浜
会
は
、

関
西
圏
に
住
む
美
浜
町
出
身
者
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
る
団
体
で
、
現
在
の
会
員

は
１
０
０
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

総
会
で
は
、
会
員
の
近
況
報
告
の
ほ

か
に
、
規
約
の
一
部
改
正
や
親
睦
行
事

の
開
催
等
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
提
案

さ
れ
、
今
後
の
事
業
計
画
と
し
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
山
口
町
長
と
藤
本
町

議
会
副
議
長
が
町
の
現
状
を
報
告
。
山

口
町
長
は
、
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
の
工

事
進
捗
状
況
や
企
業
誘
致
、
若
者
定
住

に
関
す
る
町
の
施
策
等
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。
ま
た
、
金
森
悦
子
美
浜
町

観
光
協
会
会
長
、
加
藤
美
樹
子
女
将
の
会

代
表
、
町
職
員
、
町
の
観
光
P

　

R
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー｢

へ
し
こ
ち
ゃ
ん｣

が
、
町
の
観
光

状
況
の
報
告
と
観
光
P

　

R
を
行
い
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、｢

ふ
る
さ
と
美
浜
う
ま
い
も

ん
抽
選
会｣

が
行
わ
れ
、
参
加
さ
れ
た

方
々
は
、
抽
選
で
当
た
っ
た
特
産
品
を

手
に
故
郷
の
思
い
出
や
近
況
を
話
し
合

う
等
し
て
親
睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

関
西
美
浜
会
で
は
、
美
浜
町
出
身
者

で
、
関
西
圏
に
お
住
ま
い
の
方
を
対
象

に
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
ご
本

人
を
は
じ
め
、
ご
親
戚
や
ご
友
人
方
が

お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
ご
連
絡
先

・
関
西
美
浜
会
会
長 

田
邉 

正
義 

氏

   　

 

☎
０
７
２
‐
８
４
３
‐
９
７
４
０

・
町
企
画
政
策
課(

担
当
・
川
崎)

　

☎
32
‐
６
７
０
１

↑広報みはまの掲載内容を読み上げ、音声を
　録音する JRC 部員

↑湖岳の郷に音声版 (CD) を寄贈する JRC 部
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※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

田
村)

☎
32
‐
６
７
０
３

～
節
電
で
節
約
し
よ
う
～

家
庭
に
や
さ
し
い

　
　
　

年
の
夏
も
昨
年
に
引
き
続
き
電
力

　
　
　

不
足
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

関
西
電
力
エ
リ
ア
で
も
万
が
一
に
備
え
計

画
停
電
の
準
備
が
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
状

況
を
乗
り
切
る
た
め
に
、
今
年
は
昨
年
以

上
の
節
電
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今

コ

エ

生

活

※
表
の
金
額
は
あ
く
ま
で
も
目
安
で
す
。

　

実
際
は
使
用
し
て
い
る
家
電
の
消
費
電

　

力
や
電
気
の
使
用
時
間
帯
に
よ
っ
て
異

　

な
り
ま
す
。

　

消
費
電
力
を
抑
え
る
た
め
に
は
、
家
電

製
品
の
使
用
を
控
え
る
以
外
に
、
古
い
家

電
製
品
を
新
し
い
物
に
買
い
換
え
る
と
い

う
方
法
も
あ
り
ま
す
。
最
近
の
家
電
製
品

は
消
費
電
力
を
抑
え
た
も
の
が
多
く
、
自

然
と
節
電
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
白

熱
灯
や
蛍
光
灯
を

Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
に
交
換

す
る
こ
と
も
効
果

的
で
す
。

　

 

家
電
の
買
い
換
え
も
効
果
的

　

節
電
は
大
事
で
す
が
、
節
電
を
意
識
し

す
ぎ
る
あ
ま
り
冷
房
器
具
の
使
用
を
控
え

て
し
ま
い
、
熱
中
症
に
な
っ
て
し
ま
う
人

が
増
え
て
い
る
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。

　

冒
頭
に
も
述
べ
ま
し
た
が
節
電
に
は
い

く
つ
か
の
方
法
が
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は

自
身
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
、
そ

れ
に
適
し
た
節
電
に
取
り
組
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。

　

 

自
分
に
適
し
た
節
電
を

　

節
電
は
不
便
な
面
も
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
の
生
活
の
中
で
無
駄
に
電
力
を
消

費
し
て
い
た
部
分
を
見
直
す
機
会
と
と
ら

え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
消
費
電

力
を
抑
え
る
こ
と
は
電
気
代
の
節
約
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　

消
費
電
力
を
抑
え
る
に
は
い
く
つ
か
の

方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
家
電
の
使

用
方
法
を
見
直
す
こ
と
を
中
心
に
紹
介
し

ま
す
。
下
記
の
表
を
参
考
に
し
て
い
た
だ

き
、
節
電
に
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

 

家
電
の
使
い
方
を
見
直
す

家電製品
(消費電力)

節電前 節電後
1月で節約できる

電気代

電気ポット
(800ｗ)

1日中使用 使用をやめる 630円

ＩＨ炊飯器
(1,200ｗ)

1日3回炊飯
24時間保温

1日1回炊飯
保温なし

540円

洗濯乾燥機
(1,300ｗ)

毎日洗濯
毎日3時間乾燥

乾燥をやめる 1,620円

食器洗浄機
(900ｗ)

毎日1回使用
乾燥30分

乾燥をやめる 270円

除湿器
(500ｗ)

毎日8時間使用 使わない 2,400円

エアコン[冷房]
(660ｗ)

毎日11時間使用 1日3時間減らす 1,190円

テレビ
(300ｗ)

毎日8時間使用 1日3時間減らす 360円

ドライヤー[hot]
(520ｗ)

毎日20分使用 1日10分減らす 50円

● 家電の使用方法と節約できる電気代の目安

[ 出典：始めよう暮らしのダイエット(ダウンアンペア作戦コンソーシアムふくい発行) ]
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美浜発電所の状況

　今回の報告では、6月19日から7月18日までの美浜発電所の
状況等についてお知らせします。

美
浜
１
号
機

美
浜
2
号
機

　

第
25
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

（
平
成
22
年
11
月
24
日
～)

美
浜
3
号
機

　

第
25
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

（
平
成
23
年
5
月
14
日
～)

　

第
27
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

（
平
成
23
年
12
月
18
日
～)

山
口
町
長
が
町
議
会
と
と
も
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
等
に
対
す
る
意
見
を
国
に
要
請

　

7
月
12
日
、
山
口
町
長
は
町
議
会
の
北

村
議
長
を
は
じ
め
、
藤
本
副
議
長
、
原
子

力
発
電
所
特
別
委
員
会
の
飯
田
委
員
長
、

松
田
副
委
員
長
と
と
も
に
、
経
済
産
業
省

や
内
閣
府
等
の
関
係
機
関
に
要
請
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
要
請
は
、
美
浜
町
が
半
世
紀
に

亘
り
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
協
力･

貢

献
し
て
き
た
中
で
、
現
在
、
政
府
が
中
長

期
的
に
原
子
力
発
電
へ
の
依
存
度
を
可
能

な
限
り
減
ら
す
と
し
た
方
向
で
議
論
を
進

め
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
国
の
事
故
後
の

対
応
や
体
制
等
か
ら
生
じ
た
原
子
力
発
電

そ
の
も
の
や
、
国
、
事
業
者
に
対
す
る
不

信
感
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
原

子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
に
よ
る
規
制
組

織
を
早
期
に
設
置
し
、
安
全
基
準
の
見
直

し
等
に
よ
る
信
頼
回
復
と
、
安
全･

安
心

な
原
子
力
利
用
が
今
後
も
着
実
に
進
め
ら

れ
る
よ
う
要
請
し
た
も
の
で
す
。

↑北神経済産業大臣政務官に要請書を手渡す
　山口町長ら

︻
要
請
項
目
︼

①
国
益
に
適
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
選
択

②
安
全
が
確
認
さ
れ
た
原
子
力
発
電
所
の

早
期
再
稼
働

③
長
期
停
止
に
伴
う
立
地
地
域
へ
の
支
援

④
40
年
運
転
制
限
制
の
慎
重
な
運
用

⑤
電
源
三
法
交
付
金
制
度
の
維
持
等
立
地

⑥
企
業(

産
業)

誘
致
等
に
向
け
た
支
援
制
度

の
充
実

　

当
日
、
経
済
産
業
省
で
面
談
し
た
北
神

経
済
産
業
大
臣
政
務
官
は
、
こ
の
要
請
に

対
し
、　

①
国
の
方
針
は
、
原
子
力
発
電
の
比
率
を

中
長
期
的
に
下
げ
る
こ
と
と
し
て
い
る

が
、
こ
れ
か
ら
3
つ
の
選
択
肢(

原
子
力
発

電
の
比
率
を
0
％
・
15
％
・
20
～
25
％)

の

中
で
、
国
民
的
議
論
に
付
し
て
進
め
て
い

く
。
但
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
国
の
根
幹
で

あ
り
、
安
全
は
大
前
提
と
し
て
、
安
価
で

安
定
的
な
も
の
で
な
い
と
い
け
な
い
。
CO

も
依
然
と
し
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
う
い
っ
た
視
点
も
踏
ま
え
検
討

し
て
い
く
。

②
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
は
、
ス
ト
レ

ス
テ
ス
ト
に
お
い
て
原
子
力
規
制
庁
が
発

足
す
る
ま
で
の
間
も
、
安
全
性
に
つ
い
て

丁
寧
に
進
め
て
い
く
。
新
た
な
安
全
基
準

は
、
原
子
力
規
制
庁
で
進
め
て
い
く
こ
と

に
な
る
が
、
我
々
と
し
て
は
、
そ
の
任
務

を
し
っ
か
り
果
た
し
て
い
き
た
い
。

③
原
子
力
発
電
所
の
長
期
停
止
に
よ
り
、

経
済
的
に
厳
し
い
と
い
う
こ
と
は
、
十
分

理
解
し
て
い
る
。
県
で
も
融
資
制
度
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
我
々
と
し
て

も
、
中
小
企
業
の
政
策
メ
ニ
ュ
ー
の
中
で
、

し
っ
か
り
運
用･

対
応
し
て
い
き
た
い
。

④
40
年
と
い
う
の
は
基
本
だ
が
、
そ
の
例

⑤
電
源
三
法
交
付
金
制
度
は
、
従
来
ど
お

り
を
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
を
国
民
的
な
議
論
の
中
で
進
め

る
に
あ
た
り
、
今
後
考
え
な
く
て
は
い
け

な
い
が
、
こ
れ
ま
で
国
策
に
協
力
い
た
だ

い
た
こ
と
に
報
え
る
よ
う
、
し
っ
か
り
検

討
し
て
い
き
た
い
。

⑥
中
小
企
業
対
策
も
そ
う
だ
が
、
工
業
団

地
も
含
め
て
、
皆
さ
ん
の
地
域
の
要
望
を

ま
と
め
て
い
た
だ
き
、
我
々
も
し
っ
か
り

と
聞
い
て
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

と
答
え
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
今
後
も
町
議
会
と
連
携
し
な

が
ら
、
原
子
力
発
電
を
取
り
巻
く
課
題
や

問
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

自
治
体
へ
の
支
援
の
継
続

外
的
な
と
こ
ろ
で
、
ど
の
よ
う
に
科
学
的

に
検
証
し
て
い
く
か
は
、
原
子
力
規
制
庁

が
発
足
後
に
定
め
て
い
く
の
で
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

2


